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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第56期
第２四半期
連結累計期間

第57期
第２四半期
連結累計期間

第56期

会計期間

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　　９月30日

自　平成23年
　　４月１日
至　平成23年
　　９月30日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成23年
　　３月31日

売上高 (千円) 4,196,9434,159,2898,512,111

経常利益又は経常損失(△)(千円) 58,631 △11,186 160,267

四半期（当期）純利益又は
四半期純損失（△）

(千円) 10,293 △21,819 63,865

四半期包括利益又は包括利
益

(千円) 8,924 △4,757 94,372

純資産額 (千円) 1,009,634979,7361,095,001

総資産額 (千円) 4,868,3804,522,7924,694,763

１株当たり四半期(当期)純
利益金額又は四半期純損失
金額（△）

(円) 2.79 △5.92 17.34

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 20.7 21.7 23.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 197,975 29,311 537,385

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △24,068 △18,781 △61,922

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △272,942△241,911△434,718

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 772,159 680,557 911,939

 

回次
第56期
第２四半期
連結会計期間

第57期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自　平成22年
  ７月１日
至　平成22年
    ９月30日

自　平成23年
    ７月１日
至　平成23年
    ９月30日

１株当たり四半期純利益金
額

(円) 2.10 9.12
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(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しておりま

せん。

４　第56期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業会計

基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事
業の内容について、重要な変更はありません。
また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社平賀(E00734)

四半期報告書

 3/22



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の
うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載
した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。
なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会
社）が判断したものであります。

(1)　業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による急激な落ち込みからの回復基
調が見られるものの、欧州の財政不安による円高の進行により先行きが不透明な状況が続きました。
広告業界におきましては、企業の広告費抑制により回復基調には至っておらず、印刷業界におきましては、
印刷需要の低下傾向が続くなど厳しい状況が続いております。
このような状況の中、当社グループといたしましては、折込広告のみならず、販売促進活動全般を提案する
企画提案型営業を推進いたしました。
これにより、折込広告、販売促進物の受注は当初の予想を上回りましたが、企業の広告費抑制から、折込広告
における紙面サイズの縮小化傾向が生じたことにより、販売価格が低下し、売上は前年を下回ることとなりま
した。これに伴い、生産効率の若干の減退により、売上総利益は減少いたしました。
一方で、インターネット販売においては、韓流グッズ関連が順調に推移いたしました。
以上の結果から、当第２四半期連結累計期間の業績は、連結売上高は41億59百万円（前年同四半期比0.9％
減）、連結営業損失は4百万円（前年同四半期は79百万円の連結営業利益）、連結経常損失は11百万円（前年
同四半期は58百万円の連結経常利益）、連結四半期純損失は21百万円（前年同四半期は10百万円の連結四半
期純利益）となりました。
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
①売上高
広告宣伝事業については主に折込広告の売上の減少等により、31億25百万円となり、前年同四半期と比
べ2億65百万円（7.8％）の減収となりました。
販売促進・エンターテイメント事業については韓流関連商品の売上が増加したことにより、10億33百万
円となり、前年同四半期と比べ2億27百万円（28.3％）の増収となりました。
 

②営業利益又は営業損失
広告宣伝事業については、折込広告の売上の減少等により、27百万円の営業損失となり、前年同四半期と
比べ93百万円（前年同四半期は65百万円の営業利益）の減益となりました。
販売促進・エンターテイメント事業については、韓流関連商品の売上が増加したことにより、17百万円
の営業利益となり、前年同四半期と比べ12百万円（248.8％）の増益となりました。
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(2)　財政状態の分析

（流動資産）
当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、24億1百万円（前連結会計年度末は25億84百万
円）となり、1億82百万円減少いたしました。その主な要因といたしましては、前連結会計年度末と比べ受取手
形及び売掛金が1億45百万円増加したものの、現金及び預金が2億33百万円、原材料及び貯蔵品が69百万円それ
ぞれ減少したことによるものであります。
 
（固定資産）
当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、21億21百万円（前連結会計年度末は21億10百万
円）となり、10百万円増加いたしました。その主な要因といたしましては、前連結会計年度末と比べ投資有価
証券が22百万円、無形固定資産が12百万円増加したものの、有形固定資産が27百万円減少したことによるもの
であります。
 

（流動負債）
当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、23億53百万円（前連結会計年度末は26億37百万
円）となり、2億84百万円減少いたしました。その主な要因といたしましては、前連結会計年度末と比べ支払手
形及び買掛金が30百万円、賞与引当金が11百万円、その他が52百万円それぞれ増加したものの、短期借入金が3
億75百万円減少したことによるものであります。
 

（固定負債）
当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、11億89百万円（前連結会計年度末は9億61百万
円）となり、2億27百万円増加いたしました。その主な要因といたしましては、前連結会計年度末と比べ社債が
2億10百万円増加したことによるものであります。
 

（純資産）
当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、9億79百万円（前連結会計年度末は10億95百万円）
となり、1億15百万円減少いたしました。その主な要因といたしましては、前連結会計年度末と比べその他有価
証券評価差額金が17百万円増加したものの、利益剰余金が1億32百万円減少したことによるものであります。

 

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前年同四半期と比
べ91百万円減少し、6億80百万円となりました。
当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。
 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）
当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期累計期間と比べ1
億68百万円減少し、29百万円の収入となりました。これは主に増加要因として、減価償却費が38百万円、たな卸
資産の減少額が42百万円、仕入債務の増加額が27百万円、減少要因として、売上債権の増加額が1億45百万円生
じたことによるものであります。
 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）
当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期累計期間と比べ、
5百万円減少し、18百万円の支出となりました。これは主に有形及び無形固定資産の取得による支出が27百万
円、有価証券の償還による収入が17百万円生じたことによるものであります。
 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）
当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期累計期間と比べ、
31百万円減少し、2億41百万円の支出となりました。これは主に短期借入金の減少が3億6百万円、長期借入金の
返済による支出が69百万円及び社債の償還による支出が47百万円、社債の発行による収入が2億93百万円生じ
たことによるものであります。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及
び新たに生じた課題はありません。

 

(5)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

 (1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,000,000

計 14,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,015,585 4,015,585
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ　　(ス
タンダード)

単元株式数は100株であり
ます。

計 4,015,585 4,015,585 ― ―

 

 (2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 (3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 (4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 (5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年７月1日～
平成23年９月30日

― 4,015,585― 434,319― 425,177

 

EDINET提出書類

株式会社平賀(E00734)

四半期報告書

 6/22



 (6) 【大株主の状況】

平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社大豊サービス 東京都練馬区羽沢二丁目２６番１５号 941 23.45

株式会社平賀 東京都練馬区豊玉北三丁目３番１０号 332 8.27

平賀　明男 東京都練馬区 270 6.72

平賀　順二 東京都練馬区 209 5.21

平賀従業員持株会 東京都練馬区豊玉北三丁目３番１０号 125 3.11

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 100 2.49

ＤＩＣグラフィックス株式会社 東京都中央区日本橋三丁目７番２０号 100 2.49

大日精化工業株式会社 東京都中央区日本橋馬喰町一丁目７番６号 80 1.99

松本　典文 栃木県宇都宮市 70 1.74

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 60 1.49

株式会社共同紙販ホールディングス 東京都台東区北上野一丁目９番１２号 60 1.49

計 ― 2,348 58.47

 

 (7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式  332,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式3,682,900 36,829 ―

単元未満株式 普通株式      685 ― ―

発行済株式総数 4,015,585 ― ―

総株主の議決権 ― 36,829 ―
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② 【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社平賀

東京都練馬区豊玉北3-3-10332,000 ― 332,000 8.27

計 ― 332,000 ― 332,000 8.27

（注）　上記の他単元未満株式12株を保有しております。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第64号。)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から

平成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人ハイビスカスによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 904,719 671,131

受取手形及び売掛金 ※1
 1,124,129

※1
 1,269,494

有価証券 25,339 9,426

商品及び製品 47,408 58,209

仕掛品 55,301 71,556

原材料及び貯蔵品 172,432 102,858

その他 256,154 220,371

貸倒引当金 △1,292 △1,339

流動資産合計 2,584,193 2,401,709

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 556,472 541,861

土地 907,360 907,360

その他（純額） 112,462 99,974

有形固定資産合計 1,576,294 1,549,196

無形固定資産

その他 58,563 70,697

無形固定資産合計 58,563 70,697

投資その他の資産

投資有価証券 416,504 439,038

破産更生債権等 789,479 789,468

その他 59,306 62,251

貸倒引当金 △789,579 △789,568

投資その他の資産合計 475,711 501,190

固定資産合計 2,110,569 2,121,083

資産合計 4,694,763 4,522,792

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,097,701 1,128,620

短期借入金 1,165,575 789,625

未払法人税等 12,138 8,969

賞与引当金 78,477 89,527

その他 283,983 336,586

流動負債合計 2,637,875 2,353,328

固定負債

社債 210,000 420,000

退職給付引当金 509,086 521,736

その他 242,798 247,990
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

固定負債合計 961,885 1,189,727

負債合計 3,599,761 3,543,055

純資産の部

株主資本

資本金 434,319 434,319

資本剰余金 425,177 425,177

利益剰余金 969,289 836,962

自己株式 △259,742 △259,742

株主資本合計 1,569,044 1,436,717

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 87,745 104,807

土地再評価差額金 △561,787 △561,787

その他の包括利益累計額合計 △474,042 △456,980

純資産合計 1,095,001 979,736

負債純資産合計 4,694,763 4,522,792

EDINET提出書類

株式会社平賀(E00734)

四半期報告書

11/22



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 4,196,943 4,159,289

売上原価 3,278,232 3,338,092

売上総利益 918,710 821,196

販売費及び一般管理費

給料及び手当 300,078 302,609

賞与引当金繰入額 35,329 31,762

退職給付費用 9,477 7,219

役員退職慰労引当金繰入額 4,623 －

その他 490,034 483,907

販売費及び一般管理費合計 839,543 825,499

営業利益又は営業損失（△） 79,166 △4,302

営業外収益

受取利息 2,585 2,824

受取配当金 2,402 3,951

受取家賃 4,416 4,309

作業くず売却益 3,043 4,490

その他 2,581 4,303

営業外収益合計 15,028 19,879

営業外費用

支払利息 18,319 13,136

社債発行費 7,113 6,774

投資事業組合運用損 10,065 6,850

その他 65 1

営業外費用合計 35,564 26,763

経常利益又は経常損失（△） 58,631 △11,186

特別利益

固定資産売却益 － 142

賞与引当金戻入額 14,392 －

特別利益合計 14,392 142

特別損失

固定資産除却損 4,138 2,206

有価証券償還損 － 2,126

投資有価証券評価損 18,950 －

和解金 5,868 －

特別損失合計 28,958 4,332

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

44,065 △15,376

法人税、住民税及び事業税 1,090 7,965

法人税等調整額 32,681 △1,522

法人税等合計 33,771 6,442

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

10,293 △21,819
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 10,293 △21,819
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

10,293 △21,819

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,369 17,061

その他の包括利益合計 △1,369 17,061

四半期包括利益 8,924 △4,757

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 8,924 △4,757

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

44,065 △15,376

減価償却費 46,516 38,071

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,575 35

賞与引当金の増減額（△は減少） 13,123 11,049

退職給付引当金の増減額（△は減少） △8,527 12,650

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △105,772 －

投資有価証券評価損益（△は益） 18,950 －

受取利息及び受取配当金 △4,987 △6,776

支払利息 18,319 13,136

社債発行費 7,113 6,774

有価証券償還損益（△は益） － 2,126

固定資産売却損益（△は益） － △142

固定資産除却損 4,138 2,206

和解金 5,868 －

売上債権の増減額（△は増加） △59,227 △145,353

たな卸資産の増減額（△は増加） 54,159 42,518

仕入債務の増減額（△は減少） 69,261 27,854

その他 120,043 52,621

小計 221,469 41,396

利息及び配当金の受取額 4,994 6,774

利息の支払額 △17,369 △12,696

和解金の支払額 △5,868 －

受取和解金 － 4,500

法人税等の支払額 △5,255 △10,809

法人税等の還付額 5 147

営業活動によるキャッシュ・フロー 197,975 29,311

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 10,004 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △25,958 △27,477

有形及び無形固定資産の売却による収入 － 142

有価証券の償還による収入 － 17,874

投資有価証券の取得による支出 △3,342 △3,658

貸付けによる支出 △350 △2,300

貸付金の回収による収入 1,825 1,827

その他 △6,246 △5,189

投資活動によるキャッシュ・フロー △24,068 △18,781
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △354,000 △306,000

長期借入金の返済による支出 △91,950 △69,950

社債の発行による収入 292,886 293,225

社債の償還による支出 △16,500 △47,500

配当金の支払額 △103,378 △111,687

財務活動によるキャッシュ・フロー △272,942 △241,911

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △99,035 △231,381

現金及び現金同等物の期首残高 871,194 911,939

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 772,159

※1
 680,557
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

 

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

※１　裏書手形譲渡高

 前連結会計年度
(平成23年３月31日)

　
当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

裏書手形譲渡高 1,971千円 　 3,411千円

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 前第２四半期連結累計期間
 (自　平成22年４月１日
  至　平成22年９月30日)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
 至　平成23年９月30日)

現金及び預金勘定 767,192千円 　 671,131千円

有価証券勘定に含まれる
ＭＭＦ等

4,966  9,426 

現金及び現金同等物 772,159  680,557 

 

 (株主資本等関係)

　前第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

　１. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 110,513 30平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

 

　２. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　
　当第２四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 110,507 30平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

 

２. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

1．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位:千円）

 広告宣伝事業
販売促進・エンター
テイメント事業

合計
調整額

(注1)

四半期連結損益
計算書計上額
（注2）

売上高      

(1)外部顧客への売上高 3,390,976 805,9664,196,943 － 4,196,943

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
312 77,539 77,852△77,852 －

計 3,391,289 883,5064,274,795△77,852 4,196,943

セグメント利益 65,831 5,007 70,839 8,327 79,166

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日)

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位:千円）

 広告宣伝事業
販売促進・エンター
テイメント事業

合計
調整額

(注1)

四半期連結損益
計算書計上額
（注2）

売上高      

(1)外部顧客への売上高 3,125,564 1,033,7254,159,289 － 4,159,289

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
137,150 58,578 195,729△195,729 －

計 3,262,714 1,092,3034,355,018△195,7294,159,289

セグメント利益

又は損失（△）
△27,888 17,465△10,422 6,120 △4,302

（注）１．セグメント損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２.報告セグメントごとの資産に関する情報

　　該当事項はありません。

 

３.報告セグメントの変更等に関する事項

　　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社平賀(E00734)

四半期報告書

18/22



 

(金融商品関係)

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

 

(有価証券関係)

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

 

(デリバティブ取引関係)

　当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四
半期純損失金額（△）

2円79銭 △5円92銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）
(千円)

10,293 △21,819

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純
損失金額（△）(千円)

10,293 △21,819

普通株式の期中平均株式数(株) 3,683,786 3,683,573

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成23年11月11日

株式会社　平賀

取締役会　御中

監 査 法 人　ハイビスカス

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士 　　　髙　橋　　克　幸 　㊞

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士   　　阿　部　　海　輔 　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社平

賀の平成23年4月1日から平成24年3月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年7月1日から平

成23年9月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年4月1日から平成23年9月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期

連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準

に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される

質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥

当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社平賀及び連結子会社の平成23年9月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
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利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出

会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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